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魅力的な地域資源について再確認したうえで、
どういう地域にしたいかを話し合った。住民
から「もっと活気のある地域にしたい」「外部
の人と交流したい」「ずっと住んでいたい」な
どの意見がでた。
これらの目標と現状を比べ、高齢化で地域

の維持活動ができなくなってきたことが問題
としてあがった。そこで、地域外の人に維持
活動を手伝ってもらい、住民と交流もして、
本村のファンになってもらうことにした。冬
であれば、フットパスコースの整備、雪囲い
の準備を一緒にして、夜には鍋で交流する、
12月の交流ツアーの形ができた。

3　いなかといいなか交流ツアー
22年12月３日、快晴。12時半に高郷村の日

帰り保養施設「ふれあいランド高郷」に20人
弱のツアー参加者が集合、本村の受入れ主体
「ほんそん未来プロジェクト」のメンバーも参
加して昼食。
ツアーには、インスタグラムの案内をみて

参加した人、また他の地域の交流ツアーを経
験し、楽しいからまた参加したいとクノウに
伝えていた人、その人たちから誘われた同僚
や友人もいた。大学生、建設会社の役職員、
市役所職員、ユーチューバー、音楽関係者、
アームレスリング大会の入賞者など多彩な人
が集まった。実家のある福島県での就職や首
都圏からの移住を希望する人もいたが、農村
地域に興味を持ち、第２の故郷のように関わ
りたいという人が中心のようだ。

1　 福島県の「農村関係人口」創出・拡大の
取組み
福島県農村振興課は、農村の活性化のため、

農村地域に特化した「農村関係人口」の創出・
拡大を図る取組みを行ってきた。
2018年度から、農村関係人口への意識啓発

のためのセミナーとワークショップを開催、
19年度に先行事例を調査、20年度はいわき市
入旅人（いりたびうと）地区をモデル地区とし、
専門家を入れた地域での話合いやオンライン
による交流イベントなどを行った。
21年度には３地区で、地域住民が地域課題

の明確化や地域資源の発掘に向けて話合い、
うち２地区（喜多方市本村地区、只見市布沢地
区）が、22年度に地域外の人と交流する「いな
かといいなか交流ツアー」を行った。
また、地域外の人たちとの関係づくりの手

引を作成、県のホームページに掲載している。

2　本村での地域課題の話合い
中山間地域にある喜多方市本村では、18年

度以降、獨協大学とともにフットパスを軸に
集落活性化を検討してきたが、21年度からは、
専門家を入れて地域課題を確認し、農村関係
人口の構築を図るこの事業も活用している。
21年度は、まず、事業を受託した株式会社ク

ノウ及び専門家のコーディネーターが本村を訪
れ、行政区長たちと集落の地域資源を調査した。
その後、専門家らと地域住民（50～80歳代の

10数人が参加）による話合いを計３回行った。
まず、住民には当たり前でも外部の目からは
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１泊２日のツアーの参加費は５千円である。
昼食後、参加者は本村集会所に移動し、約

１時間半、フットパスコースを、ガイド役を
務める物江氏の説明を聞きながら歩いた。時
間が押して通常のコースより短かったが、自
然や農村の日常に触れることができた。
集会所を出発するときに猿の声が聞こえた。

近くの林に猿の群れがいた。ここから、主に
コンクリ―トの舗道を歩いていったが、市か
ら支給されたセメントなどの材料を使って、
集落の住民が何年もかかって舗装したという。
これまで野ざらしだったが最近寄附する人が
いて屋根がついた、お地蔵様６体が道路脇に
佇んでいる。道を少し入ったところには、樹
齢200年以上の観音檜がそびえ立っていた。
道路には熊の糞が落ち、道路脇の木には熊

が皮をはいで、上まで登った痕があって、熊
よけの爆竹が鳴らされた。
山道を入っていくと、菓子楊枝などに用い

られるクロモジが群生しており枝を折って香
りをかいだ。準絶滅危惧種キマダラルリツバ
メの生息地では、市に要請を繰り返した結果、
条例で採集は禁止となったとの説明があった。
集会所に戻って交流会の準備をした。参加

者が薪を割り、それを使ってピザ窯でピザを
焼いた。畑で収穫した白菜、大根、なめこを
使い、すき焼き風鍋となめこおろしで、交流
会が行われた。交流会には、ツアー参加者、
ほんそん未来プロジェクトのメンバー、福島
県農村振興課職員も参加した。
翌４日は朝から土砂降りで、予定したフッ

トパスコースの看板づくりのかわりに、集会
所で集落の草花を使った栞づくりを行った。
本村のメンバーが集会所の入り口付近にテン
トを張り、前日に割った薪で火をおこし、そ
の火を使って、元区長が急遽、家から持って

きたサツマイモを焼き芋にしてみんなで食べ
た。テントの下で参加者は餅つきをして、そ
の餅で昼食となった。昼食後、お別れの挨拶
をし、記念撮影をして解散となった。「高齢化
で集落の最低限の維持活動が難しいので、ま
た来て下さい」という本村からの呼びかけに、
参加者たちは「また来ます」と答えていた。

4　また来たいと思う理由
２日間のツアーに参加し、地域外の人が

「また来たい」と思う理由を考えた。
まず、フットパスで触れることができた、

豊かな自然と懐かしいような農山村の風景で
ある。故郷は観光地である必要はない。
また、迎えてくれた本村の人々の静かな暖

かさであり、こんなに人がきてくれるなんて
と喜んでくれる笑顔である。
さらに、地域の役に立ちたいという思いで

ある。迫力のある薪割りの様子からも維持活
動の戦力になる参加者は多い。本村で動画を
撮影してYouTubeに上げたいという人もい
た。今後の多様な関係性の構築を期待したい。

（さいとう　ゆりこ）

（筆者撮影）
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